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篇

皇

Ｉ
″
七
ル
ー（軍

器
震

）
能
材
料
を
提
供
す
る
材
料

ル
材
へ
の
皮
膜
の
連
続
生
　

◆
装
置
を
独
自
開
発

メ
ー
カ
ー
。
創
業
は
１
９
．
成
。
ス
テ
ン
レ
ス
と
ア
ル
　

同
社
は
長
年
の
ク
ラ
ッ

４
０
年
、
当
初
は
精
密
ば

ミ
、
銅
と
チ
タ
ン
な
ど
様

ド
材
の
製
造
ノ
ウ
（

ウ
を

ね
材
料
の
圧
延
メ
ー
カ
ー

々
な
材
料
の
組
み
合
わ
せ

持
つ
が
、
新
た
な
市
場
開

射
法
と
比
べ
て
熱
に
よ
る

学
・
企
業
で
の
先
を
見
据

と
し
て
成
長
を
遂
げ
、
9
9

基
材
の
変
質
や
変
形
が
少

え
た
最
新
研
究
開
発
に
寄

年
か
ら
複
合
材
製
造
と
し

な
く
、
材
料
特
性
を
生
か

与
で
き
る
と
期
待
し
て
お

て
ク
ラ
ッ
ド
技
術
を
取
り

し
た
皮

膜
を
作
れ
る
の
が

特
徴

。
成
膜

速
度
も
従
来
の
溶

特

殊

金

属

エ

ク

セ
ル

射
法
と
比

較
し
て

早
く

。

（
東
京

・
豊
島
区

、
谷
口

粉
末
の

歩
留
ま
り

が
よ
い

毅
社
長

）
は
、
コ

ー
ル

ド

と
い
う
メ
リ

ッ
ト

も
あ
る

ス

プ
レ

ー
法
（
ｃ
ｓ

法
）
　
こ

と
か

ら
、
国
内
外
で
研

を
用
い

た
異
種
材
料
複
合

究
開
発
や

製
品
へ

の
適
用

皮
膜
の

生
産
技
術
の
開
発

が

進
ん
で
い

る
。
同
社
の

に

成
功
し

た
。
最
大
の

特

技
術
は

部
品
で

あ
れ

ば
3
0

徴
は
、
ｃ
ｓ

法
に
よ
る
コ

ａ

メ

ー

ト
ル

～

３

、、ｆ
程

イ
ル

材
へ
の

連
続
皮
膜
の

度

、
フ

ー
プ
で

あ
れ

ば
５

作
製
だ

。
同

社
で
ｃ

ｓ

プ

‐
5
0
農
メ

ー
ト
ル

の
厚
膜

ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
統
括
す
る

を

製

造

す

る

事

も
可

能

吉
見
弘

之
氏
と
装
置
の
研

で

、
は

が
き
大
１

枚
か
ら

究
開
発

を
担
当
し

た
高
橋

受
注

が
で

き
る
。
主
に
大

和

真
氏

、
営
業
を
担
当
す

る
岩
田
正

裕
氏
に
話
を
聞

い
た

。

◇

◇

Ｃ
Ｓ

法
は
融
点
以
下

の

低
温
で

金
属
粉
末
材
料
を

吉 見氏

り
既
に
い
く
つ
か
受
注
も

入
れ
た
。
冷
延
材
に
つ
い

決
定
し
て
い
る
。
　
　
　

て
は
上
海
や
台
湾
に
も
生

特
殊
金
属
エ
ク
セ
ル

産
拠
点
を
持
ち
、
グ
ロ
ー

は
、
電
子
・
精
密
機
器
や

バ
ル
で
事
業
展
開
を
行
つ

自
動
車
部
昴
同
け
に
、
冷

て
い
る
。

間
圧
接
法
に
よ
る
ク
ラ
ツ
　

同
社
が
今
回
の
Ｃ
Ｓ
法

ド
材
料
な
ど
様
々
な
高
機

で
目
指
し
た
の
は
、
コ
イ

高 橋 氏

.ご¥ ’i ’1

ＣＳ法 独自に開発
クラッド困難な異材コイル材

自
社
開
発
し
た
コ

ー
ル

ド
ス
プ
レ
ー
装
置

を
検
討
し
て
い

る
。
「
Ｃ

Ｓ
ク
ラ
ッ

ド
」
と
し
て
業

界
初
と
な
る
製
法
を

確
立

し
た

。

拓
や
顧
客
か
ら
の

要
望
に

対
し
、
ク
ラ
ッ

ド
技
術
を

更
に
研
鎖
し
つ
つ

、
い

く

つ
か
の
溶
射
法
や

近
年
話

題
の
金
属
積
層

造
形

な
ど

も
検
討
し
た
う
え
で
Ｃ
Ｓ

に
着
目
し
た

。

開
発
期
間
は
約
４

年
。

装
置
の
開
発
を
担

当
し

た

高
橋
氏
は
「
こ
れ
ま
で
の

パ
ス
カ
ル
1
0低
圧
型
の
た

た
理
由
か
ら
Ｃ
Ｓ
法
の
可

術
」
（
士
筧

氏
）
。
曲
げ

下
積
み
の
期
間
も
含
め
、

め
比
較
的
管
理
も
し
や
す

能
性
を
追
求
し
た
。
　
　

た
と
き
に
剥
が
れ
な
い
強

Ｃ
Ｓ
に
関
し
た
公
開
情
報

く
騒
音
も
少
な
い
。
現
在
　

材
料
の
組
み
合
わ
せ

度
を
持
つ
皮
膜
を
作
れ
る

な
ど
を
も
と
に
装
置
開
発

は
大
気
下
で
の
成
膜
だ

は
、
基
材
は
ス
テ
ン
レ
ス

の
が
同
社
の
強
み
だ
。

を
行
っ
た
」
。
粉
末
供
給

が
、
材
料
な
ど
に
よ
っ
て

や
ア
ル
ミ
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
　

今
後
の
事
業
展
開
に
つ

装
置
も
同
様
に
開
発
。
同

は
、
ア
ル
ゴ
ン
や
窒
素
な

チ
タ
ン
、
銅
な
ど
。
Ｃ
Ｓ

い
て
は
、
最
近
で
は
製
造

社
と
し
て
も
粉
末
金
属
材

ど
を
使
う
こ
と
も
検
討
す

で
成
膜
す
る
粉
末
材
料

業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も

料
を
扱
う
こ
と
は
少
な
か

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
鉄
や
ア
ル
ミ
、
ニ
ッ

変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い

っ
た
た
め
試
行
錯
誤
を
重
　

前
述
の
よ
う
に
開
発
に

ケ
ル
、
銅
な
ど
。
基
材
は

う
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や

ね
た
。
開
発
し
た
Ｃ
Ｓ

装
置
は

温
度
1
0
0
0

度
以
下

、

ガ
ス
圧
力
は
Ｏ

・
８

メ

ガ

あ
た
っ
て
は
、
他
の
溶
射

金
属
以
外
の
ポ
リ
エ
ス
テ

研
究
機
関
な
ど
は
「
試
作

法
や
金
属
３
Ｄ
積
層
造
形

ル
や
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
の
有

開
発
の
た
め
、
少
量
だ
け

も
検
討
し
た
が
、
量
産
工

機
材
料
も
可
。
ガ
ラ
ス
や

ほ
し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が

程
に
は
向
か
な
い

と
い

っ
　
セ
ラ
ミ

ッ
ク
な
ど
の

無
機

材
料
に

も
一
部
成
膜

が
可

能

と
な
っ
て
い
る
。

ア
ル
ミ
ト

銅
レ
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
に
銅
を
成
膜

高
い

。
通
常
の

ク
ラ

ッ
ド

材

は
国

内
外
共
通
し
て
数

１

０
０
酒
－

数
ｙ

と
い

っ

「
Ｃ
Ｓ

の
技
術
自

体
も

た
ロ

ッ
ト
で
の

試
作
・

量

そ

う
だ

が
、
そ
の
後
の
圧

産

製

造

と

い

う
の

が

普

延
工
程

と
コ
イ
ル

状
に
す

通
」
　（

吉
見
氏
）

る
と
こ

ろ
に
我
々

の
技
術
　

同

社
は
Ｃ
Ｓ

事
業

を
４

の
蓄

積
が
生
き
て

い
る
」
　
年

後
に
１
億
５
０
０

０
万

（

吉
見
氏
）
。
こ

の
工

程

円
の
事
業

規
模
に
す

る
こ

を

経
る
こ

と
で
、
Ｃ
Ｓ

の

と
を
目

標
と
し
て
い
る
。

ま
ま
で

は
ざ
ら
つ
い
て
い

今
年
１
年

間
を
か
け
て

、

た
金
属

表
面

を
滑
ら
か
に

ど
の
よ

う
な
ニ
ー

ズ
が
あ

す

る
こ

と
が
で

き
る

。
こ

る
か

を
探

る
方
針
。
Ｃ
Ｓ

れ

が
従

来
の
Ｃ
Ｓ

で
は
難

は

銅
の
皮
膜

作
成
も
可
能

し
か

っ
た
技
術
だ
。
　
　

で

あ
り

、
コ

ロ
ナ
禍
で
銅

「
単

一
の

板
に
成
膜
す

の
持
つ
抗

菌
性
に
も
注
目

る
だ
け

な
ら
他
で

も
で
き

が
集
ま

っ
て
い

る
。

「
世

る

が
、
こ

れ
を
圧
延
し

て

の
中
の
役
に

立
つ

オ
ン
リ

密

着
強

度
を
向
上

さ
せ

コ

ー
ワ
ン
の

事
業
に
成
長
さ

イ
ル

製
品
に

す
る
の
が
我

せ
て
い
き
た
い

」
と
展
望

々

の
オ
ン
リ

ー
ワ
ン

の
技

を
見
据
え
る

。
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